
令和５年度の活動報告について

フォントは
で作成してください。

資料４

こども分科会



１ かがっこ応援プロジェクト２０２３
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かがっこ応援プロジェクト２０２３ 人への投資

妊娠初期から産前・産後のニーズに寄り添い、母子とその
家族が健やかに生活できる支援体制を充実

１ 出産前からの伴走型支援

脱・孤育て

２ 養育コストの軽減
すべての子育て家庭が安心して
出産、子育てできる手厚い経済的支援の充実

３ 先進的保育・教育

主体性を育む
子どもが主体的に活動し、それぞれの個性を
引き出す教育・保育の充実

かがっこ応援プロジェクトでは、経済的なサポートや精神的なサポートなど、
さまざまな子育て支援を２０１５年度から毎年バージョンアップしながら取り
組んでいます。
２０２３年度は、「脱・孤育て」、「養育コストの軽減」、「主体性を育

む」を施策の３本柱とし、子どもの成長を切れ目なく支える体制づくりと、妊
娠期から子育て期のすべての家族が安心して子育てできる相談支援体制を充実
させ、魅力と特色ある幼児教育を進めています。
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①子育て寄り添いおむつ事業

生後３か月から１歳の乳児を養育する人の精神的経済的負担軽減のため

乳児を養育する世帯に対し、毎月１回支援員（保育士等専門職）による

継続的な相談支援・子育て情報・おむつ等の提供をあわせて実施してい
ます。

②医療機関委託健診等事業

・産婦健康診査（2週間）の公費助成：産後間もない母親の育児・母乳の悩みや精神的なケア
により産後うつを予防するため、産婦２週間健診の費用を助成しています。

・妊産婦健診の交通費助成：交通の確保が困難な妊産婦に対し、妊産婦健診を受診する際の
タクシー代（片道上限3,000円）を助成しています。

・妊婦の初回産科受診料の助成：低所得妊婦の経済的負担軽減と未受診妊婦の解消を図り早
期支援につなげるために、初回産科受診料（上限10,000円）を助成しています。

③子育て応援ステーション窓口改修事業

子育て世代がより相談しやすい環境を提供するため、子育て応援ステーションの窓口カウン
ターを明るくオープンに改修しました。

新規

１ 伴走型相談支援事業

新規

新規
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④妊娠期からの子育て世帯への応援交付金事業

・応援交付金申請にあわせ、すべての妊婦に妊娠期２回の面接と、産後の乳児家庭全戸訪問事業によ
り、妊産婦の状況を把握して支援します。妊産婦のニーズに応じて専門職と関係機関が連携支援を
行っています。

⑤ヤングケアラー支援事業

・教育委員会では、教育現場での早期発見のため、小・中学校でタブレットによる生活やいじめに関
するアンケートを行い、ヤングケアラー等、支援が必要な児童の把握、相談できる体制を構築しまし
た。９月からＳＮＳの活用「ブリッジ」の開始により、
児童に加え、保護者からの相談も受付を開始。必要時、
子育て応援ステーションと連携した関わりをしています。
・周知啓発のため、６月に支援者向け(学校関係者含む)
研修会、10月に市民向けの講演会を開催しました。

⑥不妊治療費助成事業

保険適用後の不妊治療費に対する助成・・・保険適用の治療は自己負担額ゼロ

・一般不妊治療費助成

（タイミング療法、人工授精など）自己負担の１/２の上限5万円 ⇒（拡充後）自己負担全額助成

・生殖補助医療費助成（体外受精、顕微授精）治療内容に応じ

（県補助10万円or30万円助成）＋（市補助10万円or30万円助成）⇒（拡充後）自己負担全額助成

※生殖補助医療費で自由診療（10割負担）に対しての助成は、治療内容に応じて20万or60万円上限として助成

拡充

１ 伴走型相談支援事業

新規

新規

３



かがっこ応援プロジェクト２０２３
フォントは
で作成してください。

保育料軽減

第1子軽減

低所得のひとり親世帯な
ど→半額など
さらに
・3歳児クラスから5歳児
クラスの子→無料
・0歳児クラスから2歳児
クラスの住民税非
課税世帯の子→無料

第２子軽減

① 同時入園→無料
② 低所得世帯→無料
③ 兄弟がいる世帯

→半額

第３子以降無料【～R4年度】

第２子以降 無料
（所得制限 なし)

【R５年度～】
県内市初

２ 養育コストの軽減

拡充

入園児童数の８６％が対象
(R5.4.1時点)

第1子軽減

低所得のひとり親世帯な
ど→半額など
さらに
・3歳児クラスから5歳児
クラスの子→無料
・0歳児クラスから2歳児
クラスの住民税非
課税世帯の子→無料

４
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幼児教育の質向上事業

加賀市において子どもが育つ豊かな学びの環境創出を目的として
レッジョ・エミリア・アプローチからの学びを取り入れ、子どもたち一人ひ
とりの創造性を引き出し、乳幼児期からの学びの環境を保障する保育・教育
をめざす。また、学校教育における新しい指針「Be the Player」の取り組み
とも連携し、乳幼児期の学びの芽生えを学童期につなげられる体制を整備する。

①創造性を育む保育・教育導入推進プランの策定
・加賀市保育ビジョンの策定

②保育園での「創造性を育む保育・教育」の保育実践
・リーディング園における保育実践

③保育園と小学校との円滑な接続
・幼保小連携推進協議会の設置
・幼保小連携合同研修会の開催

３ 先進的保育・教育

新規

５



こども分科会の開催
フォントは
で作成してください。●第１回（令和５年７月５日開催）

内容
(1) 令和5年度第１回分科会開催にあたって

① 子ども・子育て支援事業計画について

② 加賀市の現状等（令和5年4月1日）について

(2) 令和4年度の活動等の実績について

① 子育て応援ステーションについて

② こども育成相談センターについて

③ かがにこにこパークについて

④ 児童センターの利用状況について

(3) 令和5年度事業について

① 幼児教育の質向上事業について

② 第2子保育料無償化／給食費無償化事業について

③ 子育て寄り添いおむつ事業について

④ 子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親・その他の子育て世帯)について

(4) その他について

① 加賀市子ども未来基金について

６


